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＝
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健
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令
和
２
年
市
政
功
労
者
を
表
彰

　い
わ
き
市
議
会
九
月
定
例
会
が
、
九
月
六
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の
十
六
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議

会
で
は
、
一
般
・
特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
、
総
額
四
十
八
億
三
百
七
十
七
万
九
千
円
に
上
る
補
正
予
算
な
ど
が
審
議

さ
れ
、
二
十
九
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　な
お
、
平
成
二
十
九
年
度
決
算
関
連
の
十
九
議
案
に
つ
い
て
は
、
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　令
和
二
年
市
政
功
労
者
に
、
四
十
二
人
の
方
々
を
決
定
し
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　＝
敬
称
略
、
部
門
ご
と
に
五
十
音
順
＝

自
治
・
社
会
福
祉
功
労

自
治
功
労

教
育
文
化
功
労

産
業
功
労

社
会
福
祉
功
労

紺綬褒章

寄嵜

▷山﨑保壽91＝内郷御厩町
　同褒章は、公益のために多額の私財を寄附
した個人・団体に授与されるものです。平成
31年３月に、佐藤忠良の彫刻等５件を本市へ
寄附した功績などがたたえられました。

＝年齢は８月22日現在＝

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
も
終
了

し
ま
す
。

▼
駐
車
台
数
　
約
６
百
台
（
車

　
い
す
利
用
者
用
駐
車
場
は
36

　
台
）

▼
料
金
　
①
外
来
診
療
受
診
者

　
＝
５
時
間
ま
で
無
料
、
以
降

　
30
分
ご
と
に
50
円
　
②
そ
の

　
他
の
来
院
者
＝
30
分
ま
で
無

　
料
、
以
降
30
分
ご
と
に
50
円

　
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
病

院
建
設
事
業
の
第
二
期
工
事
と

し
て
、
敷
地
内
に
来
院
者
駐
車

場
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
部
が
完
成
す
る
こ
と
か

ら
、
十
一
月
一
日
㈰
よ
り
供
用

を
開
始
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
駐
車
場
の
供
用
開

始
に
伴
い
、
敷
地
外
に
開
設
し

て
い
た
臨
時
駐
車
場
は
閉
鎖
し
、

11月１日㈰から
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医療センター駐車場
の一部を供用開始

○お問い合わせ
　医療センター
　病院建設課計画推進室
　☎26－3006

メインエントランス

医療センター

入口

進入路

第１駐車場
245台

工事中

市道内郷・平線

県道20号（旧国道６号）

第３駐車場
235台

入口

入口

第２駐車場
（臨時）112台

○医療センター駐車場案内図

※駐車台数は、工事の進捗状況により変更となる場合があります。

至常磐 至平

至常磐 至平

N

10月は国保医療費適正化対策強調月間です
国保年金課調査給付係　☎22－7456

○国民健康保険の医療費が増加しています
　本市における国民健康保険（国保）加入者
の１人当たりの医療費は、加入者の高齢化な
どにより増加傾向にあり、全国や県内の平均
と比較しても高い状態にあります〈図１〉。
　国保の医療費は、皆さんが納める国保税な
どで支えられています。医療費が増えると、
国保の財政を圧迫し、保険税の引き上げにつ
ながります。保険税の引き上げを防ぎ、医療

保険制度を安定的に運営するためには、医療
費の適正化を図ることが大切です。かかりつ
け医を持ち、医療機関の受診方法を見直すほ
か、定期的に健診を受けて健康づくりに努め
るなど、医療費の節約を心掛けましょう。
○ジェネリック医薬品はとってもお得！
　後発薬（ジェネリック医薬品）は、先発医
薬品と同程度の効き目や安全性があると認め
られた医薬品です。先発医薬品に比べて低価
格で手に入れることができるため、家計・医
療費に優しい医
薬品となってい
ます。積極的に
活用しましょう。

〈図１〉国保加入者の１人当たりの医療費の平均
全国
県内
本市

354,341 円
353,789 円
383,000 円
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※厚生労働省「医療費の地域差分析」（平成30年度）を基に作成。


